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　野上地区を山車が２日間勢いよく走りまわりました。
１日目には「久大本線 ぜんぶつながるプロジェクト」
のふうせんリリースが豊後中村駅で行われ、山車もかけ
つけ久大本線全線の運転再開を祝いました。
　祭りでは魚のつかみ取りなど、様々な催し物が行わ
れ、多くの方で会場は賑わいました。

野上祇園祭
7月14日・15日

　歌舞伎の演目「義経千本桜」から鬼気迫る表情の平知
盛と、大河ドラマとなった「西郷隆盛と大久保利通」が
乗った山鉾２基が、下旦地区を巡業しました。
　ステージイベントが行われたほか、祭りの最後に山鉾
がスピードをもって回転される練り廻しが披露されると
会場は大いに盛り上がりました。

下旦祇園祭 7月14日
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

７月の恒例行事、野上祇園祭と下旦祇園祭が今年も開催されま
した。７月14日と15日の２日間とも天候に恵まれ、暑い中、
いずれの会場も多くの方で賑わいました。
表紙は、野上祇園祭で、山車で行われた劇に見入っている観客
を、組頭がほっとした背中で見守っている一枚です。山車を指
揮する人や引く人、また準備から片付けまで多くの方の支えが
あって地域での行事が行われています。

●ここのえ健康ダイヤル　[P10]
●こども園臨時保育教諭募集　[P10]
●総合健診案内　［P11］
●脳いきいき広場参加者募集　[P12]
●税の滞納整理強化　[P13]
●地域おこし協力隊紹介　[P13]
●民間賃貸住宅家賃補助　［P13］
●シリーズ「障がい福祉」　[P14]
●国民年金広場　[P15]

　今年は作曲家・東京藝術大学名誉教授の佐藤眞先生とロシアの音楽監督アナトリー・スミルノフさんが
タクトを振り、ロシア・ウラジオストク沿海州立太平洋交響楽団の生演奏で、九重町内の各小学校６年生
と合唱団・九重が唄で共演します。九重町でオーケストラの醍醐味が存分に味わえます。
　ロシアと九重町で奏でる演奏をじっくりとお楽しみ下さい。

●公演日　10月７日（日）　開場 午後１時30分　開演 午後２時
●場　所　九重文化センター ホール　
●入場料　一般2,000円（ペアチケット3,000円）
　　　　　高校生以下500円
●チケット取扱先　九重文化センター
　　　　　　　　　各地区公民館
　　　　　　　　　玖珠町メルサンホール
●お問い合わせ　　九重文化センター　☎76-3888

九重オータムミュージックフェスティバル
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特集

私の「防災会議」
あなた

　「前回の大雨警報では降らなかったから今回
も大丈夫」「この川が氾濫したことはないから
家は安全」と、テレビから流れてくるニュース
や防災行政無線に、そう思ったことはありませ
んか。
　災害は、一瞬にして大切な命を奪ってしまう、
恐ろしいものです。
　備えあれば、うれいなしです。いつ起こるか
わからない災害に備えて、町と家族と地域と私
で「防災会議」を始めましょう。

あなた

　災害発生直後は、誰でも不安です。まずは身の安全を確保してください。そして行政機関などが発信する
情報から、自分の周囲の状況等を確認し、冷静な判断と行動をしてください。
　九重町では、防災行政無線やホームページで、避難所の開設状況や道路状況についてお知らせをしていま
す。その他にもSNSを利用して情報発信していきます。

避難情報の違いをご存知ですか？
●自主避難
　自分で危険と判断した場合は、自主的に避難してください。
●避難準備・高齢者等避難開始
　避難の準備をしてください。また避難に時間がかかる人は避難してください。
●避難勧告
　被害発生の可能性が高いので、避難してください。
●避難指示（緊急）
　被害発生の危険が非常に高いか、すでに被害が出ている場合もあるので、すぐに避難してください。

九重町からの災害情報のお知らせ方法
　・防災行政無線（屋外スピーカー、個別受信機）
　・九重町ホームページ
　・Facebook　（九重町公式　 大分県九重町役場 で検索）
　・Twitter（九重町公式アカウント　＠kikaku04853936）

7月7日の大雨で起こった土砂災害（町田第二発電所近く）

今、　　と始める「防災会議」

今から始める、町と、家族と、地域と、

町
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　災害後の救助や救援物資の到着までに、最低限必要なものを準備しましょう。また、自分や家族の状況に
応じた必要なものをあわせて準備しましょう。なお、災害が起きた時、いつも家族が一緒にいるとは限りま
せん。災害発生時に互いの安否を確認する方法について、家族で話し合いましょう。

今、　　 　と始める「防災会議」

　災害発生時には、災害伝言ダイヤルが利用でき
ます。災害用伝言ダイヤルは、家族の安否確認や、
避難している場所を伝える連絡に役立てることが
できます。
　このほかにも、携帯電話のインターネットサー
ビスを活用した「災害用伝言板（web171）」な
どもありますので、家族で利用方法について事前
に確認してみましょう。

家の防災メモ

非常持ち出し品

わが家の避難場所：

□ 飲料水
□ 食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
□ 貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
□ 救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
□ ヘルメット、防災ずきん　　　□ マスク
□ 軍手　　　　　　　　　　　　□ 懐中電灯
□ 衣類　　　　　　　　　　　　□ 下着
□ 毛布、タオル　　　　　　　　□ 洗面用具
□ 使い捨てカイロ　　　　　　　□ ウエットティッシュ
□ 携帯ラジオ、予備電池

災害時に備えた備蓄品

□ 飲料水　（1人 1日 3リットルを目安に、3日分を用意）
□ 食品 （ご飯（水やお湯を注ぐだけで食べられるアルファ米など 1人 5食分を用意）、板チョコ、
　　　　ビスケット、乾パンなど、1人最低 3日分の食料を備蓄しておきましょう。）
□ 下着、衣類　　　　　　　　　□ マッチ、ろうそく　　　
□ カセットこんろ　　　　　　　□ トイレットペーパー、ティッシュペーパーなど

乳児のいる家庭はミルクや紙おむつ、ほ乳びんなども用意しておきましょう 出典：政府広報オンライン

● 家族の安全を確認するために
災害用伝言ダイヤル

電話番号を入力
（固定電話は市街局番から）

伝言を入れる

録音は１
電話番号を入力

（固定電話は市街局番から）

伝言を聞く

再生は２
１７１

家族
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　東飯田地区の見留行政区が平成29年度に「支え愛・助け愛マップづくり」を行い、今年度７月15日に防
災訓練を行いましたので、その取組を紹介します。

支え愛・助け愛マップのつくり方
①地域で集まる日を決める
　マップづくりは、より多くの情報を書き込むことで
良いマップとなります。性別や年齢に関わらず、でき
るだけ多くの方が参加できるようにしましょう。
　みなさんと一緒に、九重町役場、社会福祉協議会等
もサポートとして参加します。

②みんなでマップをつくる
　まず、地域に住んでいる方の情報をできるだけ書き
込み、日頃から関わりがある方同士を線でつなぎます。
　最後に、地域の課題や災害時の危険箇所、支援が必要な方の情報等を書き込んでいきます。

③マップは地域で活用！
　日頃から確認し、情報の更新ができるように、地域で活用（集会所に貼るなど）します。マップに書き込
んだ情報は日々変化するものです。ぜひ、地域のみなさんで見直す機会をつくったり、マップをもとに防災
訓練を行いましょう。

　「支え愛・助け愛マップ」とは、地域にどんな
人が住んでいるか、日頃からどんな関わり合いを
しているか（見守り活動など）を大きな地図に書
いていき、地域のみなさんで情報共有するもので
す。
　マップをつくることで、地域の課題や災害時の
危険箇所の把握、災害時の対応について、地域の
みなさんで考えることができます。
　８月 8 日現在、町内で 31ヵ所の行政区が「支
え愛・助け愛マップ」を作成しています。

● 地域でつくる「支え愛・助け愛マップ」づくり

● 支え愛・助け愛マップを活用！
　あなたの地域でもマップづくりと防災訓練をやってみましょう。

今、　　 　と始める「防災会議」地域

「支え愛・助け愛マップ」

見留行政区でマップを作成している様子

支え愛・助け愛マップづくり1

防災士とは　NPO法人日本防災士機構の講習と検定試験で、防災の意識・知識・技能を持っていると認定された人です。
　　　　　　九重町では平成23年から防災士の養成を行っており、現在144人の防災士がいます。
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防災士と消防団が
マップに基づいて、
避難経路の確認、要
支援者の自宅の確認
等を行います。
（あらかじめ要支援
者、避難が遅れる役
を決めておきます）

災害時避難訓練2
想定

避難訓練
　のながれ

避難訓練を終えて

●2018年 7月 15日（日）
　大雨による土砂災害及び玖珠川
　氾濫の危険性が高まっている

10：00 見留地区に避難準備情報発令
 避難開始
10：30 避難所（隣保館）への避難終了

避難訓練参加者 （70人）
・見留行政区の住民のみなさん
・東飯田地区防災士会
・東飯田地区消防団
・東飯田まちづくり協議会
・九重町社会福祉協議会
・九重町役場（健康福祉課、危機管理情報推進課）

▲

▲

●お問い合わせ　　［支え愛・助け愛マップ］　健　康　福　祉　課　 ☎７６－３８２１
　　　　　　　　　［防災士、避難訓練］　　　危機管理情報推進課　 ☎７６－３８０１

10：00

10：16

10：16

10：10

10：30

要支援者は、車やリヤカー
での移動をはじめます

▲避難が遅れた方を消防団が
　迎えにいきます

▲近所に声かけをし、徒歩で避難

▲全員の避難所への避難が終了

反省会で出された課題の一部を紹介
 ・今回参加できなかった高齢者等への対応 
 ・災害時に雨の音や雨戸等を閉めていたらサイ
レンの音が聞こえるか不安を感じる
 ・声かけをして見留公民館に集まり、公民館か
ら避難所までは集団行動がよい
 ・避難所生活における行政等との調整が必要
 ・リヤカーや車いすの整備が必要　　　　　  等
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まちの話題

“旬”の甘酸っぱさを満喫

　飯田地区のやまなみ牧場にて、飯田こども園の４
歳児・５歳児がブルーベリーの摘み取り体験をしま
した。　
　この体験は、やまなみ牧場が「九重町のおいしい
ブルーベリーを子どもたちに食べてもらいたい」
と、毎年ブルーベリー園に招待し行われています。
20haの園内には約40種類の品種が植えられてお
り、子どもたちは食べ比べながら、それぞれ好きな
甘酸っぱさのブルーベリーを摘み取っていました。

9
7

紫陽花祭を想いながらの一句

　宝八幡宮にて、第17回紫陽花祭における俳句大
会の表彰及び句碑の建立が行われました。
 大賞の句は宝八幡宮内に句碑が毎年建てられてお
り、この日は応募総数335句から大賞を受賞された
井上則子さんの句碑が建立されました。
 受賞された井上さんは「俳句をはじめてから句碑
を建てることが一つの目標だったので、とてもうれ
しいです」と笑顔で話してくれました。

11
7

インターハイ出場への決意

　７月26日から８月20日まで東海地方で開催され
る、全国高等学校総合体育大会に出場する玖珠美山
高等学校の３名が町長へ出場報告に訪れました。
　溝口絢乃さんとホッケー部を代表して帆足朋也さ
んが決意表明を行い、日野町長が「真剣に練習した
成果を出してきてください」と激励しました。
　８月５日までに行われた試合では、惜しくも両部
とも上位入賞とはなりませんでしたが、今回の経験
を活かしたさらなる今後の活躍が期待されます。

11
7

熟れたブルーベリーを教えてもらいながら、子どもたちは横
から下からと見る方向を変えて上手に摘み取っていました

左から日野町長、少林寺拳法部の溝口絢乃さん、ホッケー部
の林佑太さん、帆足朋也さん

７月７日は大雨で祭りは中止となりましたが、この日は晴天
に恵まれ、井上さんと甲斐素純宮司が句碑を建立しました

のりこ

 四葩詠み そして撮る人 愛でる人
よひら  よ

大 賞
井 上  則 子 もとずみ

みぞぐち  あやの

はやし  ゆうた ほあし  ともや
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無病息災を願って

　南山田地区の牧口八幡社で、夏越祭りが開催され
ました。
　祭りでは、茅を束ねた大きな輪をくぐる神事「茅
の輪くぐり」が行われ、小野日隆宮司が「活力を得
て、力に満ち溢れた半年のままで年末を迎えてほし
い」とあいさつし、約70名の参拝者が酷暑の夏を
乗り切れるよう願いを込めてくぐりました。
　また、無病息災を願った、茅の輪を小さくした形
のお守り等が参拝者に配布されました。

31
7

モグモグおいしい！地産地消給食

　JA玖珠九重から６月に寄贈いただいた、豊後牛
とひとめぼれで調理した牛丼873食が、学校給食で
提供されました。
　この日は野上小学校５年生が地産地消について学
習を行い、地産地消の良い点について聞かれると
「新鮮だからおいしい」「作った人がわかるから安
心」と答えていました。また、野上地区で和牛繁殖
農家をされている宇佐淳司さんが、牛の生態や仕事
等について説明をしました。

12
7

青々とした茅の輪は、祭りの前日に作られたもので、大人が
同時に2人くぐれるほどの大きさがあります

南山田少年消防クラブ結成！

　南山田少年消防クラブが結成され、南山田小学校
の４名に町長から辞令交付が行われました。
　町内で初めての結成となる少年消防クラブは、九
重町地域消防アドバイザーの飯田憲治さんのもと、
子どもたちに消防団の活動を知ってもらい、将来の
消防団活動につながっていくことを目的に結成され
ました。
　南山田小学校６年生の飯田拓海さんが「家族や友
達と防火意識を高め、消防団や地域との交流により
消防の輪を広げていきます」と決意表明しました。

23
7

左下から飯田綾乃さん（4年生）、佐藤桃さん（4年生）、
日野町長、飯田拓海さん（6年生）、香下凌央さん（4年生）
左上から 梅木消防団長、須賀玖珠消防署長、飯田憲治さん

はんだ　あやの さとう もも

はんだ　たくみ こうした　りょお

はんだ

かや

ひたか

ち

わ

この日の献立は、牛丼、野菜炒め、牛乳で、子どもたちは
「おいしい！」と声にしながら完食していました
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「ここのえ健康ダイヤル」をご利用したことはありますか？
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

九重町立こども園の臨時保育教諭を募集しています！
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　九重町では町民のみなさんが、心や体の健康などについて気軽に相談できるよう、電話健康相談「ここ
のえ健康ダイヤル」を行っています。

●相談に応じてくれるのはどんな人ですか？
　　経験豊かな相談スタッフが、健康・医療・介護・育児・メンタルヘルスなどの相談に応じます。プラ
イバシーは厳守されますので、安心してご利用ください。

●どんな相談ができますか？
　　赤ちゃんから高齢者まですべての方に対応しています。健康についての不安や、病気への対処法等、
困った時にお気軽にご相談ください。
　（例）「赤ちゃんが夜中に熱を出した、どうしよう？」
　　　　「怪我の救急手当てを教えてほしい」
　　　　「夜間や休日などに受診できる医療機関を教えてほしい」等

●いつ相談できますか？
　　365日（年中無休）、24時間いつでもご相談いただけます。

0120-511-658 【通話料無料】フリーダイヤル

勤務場所

任用期間

賃　　金

勤 務 日

休　　暇

社会保険

平成31年３月31日まで

正規職員に準じる

通勤距離に応じて通勤手当を支給、賞与なし

日額　8,900円（有資格者のみ）

勤務期間に応じ、年次有給休暇等が取得可能

有（法定の社会保険制度を適用）

ここのえみつばこども園、
ここのえ飯田こども園のどちらか

募集職種 保 育 教 諭

現在、九重町立こども園で臨時保育教諭として働いていただける方を募集しています。

●応募資格
・保育士資格または幼稚園教諭免許を持ってい
る人。
●受付期間
・随時、受け付けています。
●提出書類
・指定の履歴書と資格者証の写し
●提出方法
・子育て支援課、みつばこども園、飯田こども
園に持参または郵送で提出してください。
●その他
・募集要項と指定の履歴書は、子育て支援課ま
たは九重町ホームページに準備しています。
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今年度の総合健診の最後のご案内です
●お問い合わせ　【受診券】住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　【がん検診・託児】保健福祉センター　☎７６－３８３８

　今年度の健診は受診されましたか？　年に１度は健診を受け、生活習慣振り返りのきっかけにしましょう。
健診と同じ日に受けられるがん検診（結核検診）もあります。がんは自覚症状が現れてからでは治療も困難に
なることが多く、早期発見がとても大切です。
　また平成29年度より、40歳未満の方の基本健診、九重町国民健康保険の方の特定健診が無料で受けられる
ようになっています。
　今年度、町内で行う総合健診はこの機会が最後となりますので、ぜひ受診してください。

●総合健診の日程と会場

○健診内容
　特定健診（基本健診）、胸部レントゲン、胃・子宮・乳・大腸・前立腺がん検診、骨粗しょう症検診、肝
炎ウイルス検査です。
○現在、申込みをされていない方
　事前に健診セットをお渡しできますので、保健福祉センターまでお越し下さい。
○持参品
　特定健診、後期高齢者の健康診査は、保険証と医療保険者発行の受診券を必ずご持参ください。
○乳房超音波検査
　40歳未満の方が対象です。また、乳房超音波検査がある日は限られていますので、予約が優先となりま
す。受ける日の1週間前までに保健福祉センターへご予約ください。
○施設健診・個別健診
　施設健診を希望される方は、厚生連健康管理センター（☎0977-23-7112）へ直接お申込みください。
　また個別健診を希望される方は対象医療機関へ直接お申込みください。

●『健康チェックの日』
　健診がお済の方は、毎月第３金曜日の午後に、保健福祉センターで「健康チェックの日」を開催しています
ので、ご利用ください。健康・栄養相談、体脂肪・血圧測定、禁煙支援、減酒支援を行っています。

●９月の健康増進普及月間標語 「１に運動２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ～健康寿命の延伸」

保健福祉センター

日　　程 会　　場 乳房超音波受付時間 託児（申込期限）
9月30日（日）

10月  1日（月）

11月25日（日）

11月26日（月）

有

有

有（９月21日（金）まで）

有（11月16日（金）まで）

8：30

10：30

～

１に ２に しっかり 最後に

運動 食事 禁煙 クスリ

健康寿命の延伸

×
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脳にいいこと、「脳いきいき広場」参加者募集！
●お問い合わせ　地域包括支援センター（健康福祉課内）　☎７６－３８６３
　　　　　　保健福祉センター　　　　　　　　　　　☎７６－３８３８

　最近、「ものがいつもしまわれている場所を忘れる」「最近のことを忘れっぽくなった」こんなことありま
せんか？　もしかすると、それは「認知症」の症状かもしれません。
　認知症はだれでも起こりうる脳の病気で、九重町の平成28年度新規要介護（要支援）認定者の原因疾患の
第１位は、男女ともに認知症となっています。

ボランティア募集中
　教室に一緒に参加して、プリントの配布など教室運営のお手伝いをしていただけるボランティアの方を募集
中です。興味のある方は各地区公民館までお問い合わせください。

場　　所 開催日 申込先時　　間 参加費

東飯田公民館

野上公民館

飯田公民館

南山田公民館

毎週金曜日

第１木曜日

第３木曜日

第１金曜日

午前９時30分
　　　～午前11時15分
午前９時30分
　　　～午前11時30分
午後２時15分
　　　～午後４時15分
午前９時50分
　　　～午前11時30分

☎76-3116

☎77-6810

☎79-2251

☎78-8801

無　料

（教材費等で
徴収する場合
があります）

九重町 平成28年度新規要介護（要支援）認定者の原因疾患

男性

１位　 認知症
２位　  脳血管疾患
３位　  骨折

女性

１位　 認知症
２位　  筋骨格系疾患
３位　  骨折

認知症を予防するために、

●食事で認知症を予防しましょう
　　水分補給　青背の魚や緑黄色野菜を食べる　適量飲酒
●運動しましょう
　　有酸素運動で血流改善・動脈硬化予防
●知的運動・社会参加をしましょう

脳にいいことを、みんなで楽しむ会です。
　　　「みんなで集まってわいわいすること」
　　　「脳の健康を保つ習慣を身につけること」が大事。

内　容　ラジオ体操やめじろん元気アップ体操、簡単な計算、
　　　　文章を声に出して読む、レクリエーション、笑いヨガ　等

脳いきいき広場の効果
　●脳が元気になる　 ●気持ちが穏やかになる 　●やる気がでる

それに、とっても
効果的！

「脳いきいき広場」
　って何？
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　7月から九重町に新しく地域おこし協力隊とし
て、清水由紀子さんが任命されました。
　清水さんは大分県（現在の豊後大野市）で生ま
れ、その後は福岡県や神奈川県などに住まれていま
した。九州に戻ることが夢で、子どもの頃に訪れて
いた大好きな九重町で活動したいと今回応募し、任
命となりました。
　現在、清水さんは南山田公民館で地域おこしの活
動ができるよう準備しています。地域で見かけた際
にはぜひお声かけください。

地域おこし協力隊を紹介します！
●お問い合わせ
　　　　　　　　　企画調整課　☎７６－３８０７

　九重町では、平成20年４月より新たに賃貸住宅
（空き家含む）で暮らし始めた方へ、家賃助成を
行っています。今年度前期の申請を受け付けますの
で、希望される方は申請をしてください。

●対象期間
　平成30年４月～平成30年９月分
●申請期間
　９月３日（月）～９月28日（金）
●申請要件
　詳細について、企画調整課にお問い合わせいただ
くか、広報ここのえ別冊号（ｐ９）または九重町
ホームページをご覧ください。

※申請書類に不備があった場合、申請を受付できな
い場合があります。確認にはお時間をいただきま
すので、期間に余裕を持って申請をお願いします。

民間賃貸住宅家賃助成の申請受付
●お問い合わせ
　　　　　　　　　企画調整課　☎７６－３８０７

九重町と大分県が連携して滞納整理を強化 「滞納は許しません！」
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

　九重町では「公平・公正な税の負担」と「まちづくりを進める上で重要な財源確保」のため、７月より大分
県税事務所特別滞納整理室職員と日田市、玖珠町、九重町の３市町の職員が連携して滞納整理を行い、収納率
の向上を目指します。
　多くの町民の皆さんが、納期限内に納付されているなかで、再三の催告に応じない滞納者や、収入があるに
もかかわらず少額の納付しかしない滞納者には、不動産や預貯金・給与の差押えなどの滞納処分を行います。
　さらに、滞納対策として、「タイヤロック（車輪止め）」による自動車やバイク等の差押えを実施していま
す。タイヤロック装着後も納税されない場合は、公売などにより売却し、その売却代金を未納の税金に充てる
ことになります。
　財産の差押えは法律で定められており、滞納者の意思にかかわらず行う強制処分です。
　また、納期限を過ぎると延滞金が発生する場合がありますので、納期限内の納付をお願いします。

大分県職員派遣・３市町相互併任辞令交付式 タイヤロック（車輪止め）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ヘルプカードとは
　内部障がいや発達障がい、難病の方など、外見からはわ
からなくても援助や配慮を必要としている方などが持ち歩
き、まわりに必要な支援や配慮をお願いするためのカード
です。

ヘルプカードは、どんな人がもらえるの？
　事前の申請は不要で、誰でも無料で持つことができます。
　・障がいのある人、難病の人、高齢者、妊娠中の人　等

「ちょっと手助けが必要な人」は
●どこでもらえるの？
　役場健康福祉課の窓口、保健福祉センター、九重町社会
　福祉協議会、各地区公民館で配布しています。

●ヘルプカードを使うときは
　いざという時にカードを見る人に「何を伝えたいのか」
「どのような支援をしてもらいたいのか」をカードのうら
面に記載します。
　カードを持ち歩くことにより、緊急時や、周囲の人に手助けを求めたいときにヘルプカードを使って、手助
けを求めることができます。

「ちょっと手助けをしたい人」は
●ヘルプカードを持っている人を見かけたら
　まずは、声をかけること、気にかけることが大切です。ヘルプカードを持った人が困っている様子のときに
は、「困っていることはありますか？」など積極的に声をかけるように心がけてください。
　ヘルプカードには、手助けしてほしいことが書かれています。あなたのできる範囲での手助けをお願いしま
す。

「ヘルプカード」を知っていますか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

41

ヘルプカードとは、「ちょっと手助けが必要な人」と「ちょっと手助けをしたい人」を結ぶカードです。

ヘルプカードについて
もっと詳しく知りたい方

大分県ＨＰ
ＱＲコード 

▼

ちょっとしたあなたの手助けが、

障がいのある人の安心につながります。

カード（おもて面）

カード（うら面）

私が手伝ってほしいこと

記載例
・聴覚障がいがあります。緊急時には筆談を
　お願いします。
・視覚障がいがあります。道案内をお願いし
　ます。
・連絡先○○－○○○○に電話してください
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など
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ふるさとの
 文化財探訪

第52回

文化財専門員　佐藤　頼久
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（旧）三ツ群城

（新）松纈城

国民年金保険料は口座振込がお得です国民年金広場

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的
に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制度や
現金納付よりも割引額が多い６か月前納、１年前納、２年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、年金事務所または
住民課の国民年金窓口へお申し出ください。

マイナンバーでの手続きが可能になりました
　年金請求の手続きや、諸変更等の各種手続きが基礎年金番号だけではなく、マイナンバーで行うことが可能
になりました。マイナンバーにより各種手続きを行う場合は、マイナンバー法による本人確認を下記の書類で
させていただきます。なお、マイナンバーを変更した場合は、日本年金機構まで届出をお願いします。

●マイナンバーが正しい番号であることの確認（番号確認）に必要な書類
　マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーが記載された住民票の写し
●マイナンバーを提出する者が正しい持ち主であることの確認（身元（実存）確認）に必要な書類
　マイナンバーカード、運転免許書、旅券など

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174
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人権

No.265心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

８月のハート降る♥ここのえ

じ
い
ち
ゃ
ん
の
梅
干
し

『第2回なるほど “ザ” 人権講座』

　第２回目となる「なるほど“ザ”人権講座」が、7月26日
の木曜日に開催されました。先月号に引き続き、このコー
ナーで皆さんにご紹介させていただきます。
　今回のテーマは、「気づきと認め合い」。講師に、町内
を中心に2004年から人権公演活動を行っている「ハート
降るここのえ」の皆さんをお迎えし、歌や朗読などの公演
をしていただきました。主な内容は、心温まるお話、子ど
もの人権、部落差別問題に関することで、講演後のアン
ケートでは、以下のような記述がみられました。（一部抜
粋）

Ｑ．公演の感想、『気づき』や心に残ったことは？
・差別に対する先入観はこわいと思った。
・言葉の大切さを感じました。
・言葉はナイフになる、自分も使うことがあると思っ
た。
・ネット社会の中で、人を傷つける言葉など、たくさん

あることに気づいた。
・子どもに間違った事を覚えてほしくないので、自分が
学びたいと思った。

Ｑ．グループ討議で思ったことや感じたことは？
・差別と区別はどう違うのか知りたい。
・自分に差別の体験がないから実感がわかない。
・部落差別は、いつ、誰が、何で生まれたのか？
・正しい情報ってなんだろう？何を信じれば、、、。

　公演を聴き、思い込みの怖さや言葉の大切さ、インター
ネット上に広がる差別的な書き込みなどに気づくことがで
きました。また、グループ討議では、部落差別問題をはじ
めとした差別の現実について、わからないこともまだまだ
あるという意見が出されました。次回以降の講座で、皆さ
んと一緒に「わからないこと」について考えていきたいと
思います。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができません
が、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎
76-3823）までお問い合わせください。
　
　　　　　　　　　　　九重町教育委員会　社会教育課

2018

　
梅
干
し
と
は
、
梅
の
果
実
を
塩
漬
け
に
し
た
後
に

日
干
し
に
し
た
物
で
あ
る
。

　
私
ん
家
の
梅
干
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
い

る
。
私
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
愛
情
こ
も
っ
た
梅
干
し

が
大
好
き
だ
。
毎
日
、
ご
飯
に
の
せ
た
り
、
お
湯
に

つ
け
て
飲
ん
だ
り
す
る
。
か
ぜ
を
引
い
た
と
き
は
、

じ
い
ち
ゃ
ん
の
梅
干
し
が
回
復
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
。

　

毎
年
六
月
に
な
る
と
梅
を
ち
ぎ
り
塩
漬
け
に
す

る
。
次
に
、
梅
雨
が
明
け
て
か
ら
天
日
に
干
し
、
し

そ
と
一
緒
に
つ
け
込
む
。
そ
し
て
、
盆
す
ぎ
ご
ろ
か

ら
食
べ
ら
れ
る
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
の
梅
干
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
母

さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
作
り
方
だ
そ
う
だ
。
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
お
母
さ
ん
の
梅
干
し
は
、「
わ
し
の
よ
り
お

い
し
か
っ
た
」
と
言
う
。
私
は
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

梅
干
し
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い
け
ど
、
毎
日
じ
い

ち
ゃ
ん
の
梅
干
し
に
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
東
飯
田
小
学
校　
６
年
生　
加
木
み
ゆ
な
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●児童書・コミック
こわめっこしましょ 　　　　　　 tupera　tupera
ねるじかん 　　　　　　　　　　　　鈴木のりたけ
ハーブ魔女とふしぎなかぎ（魔法の庭シリーズ22） あんびるやすこ
いつかすべてが君の力になる 　　　　　　　梶裕貴
おしっこちょっぴりもれたろう 　　ヨシタケシンスケ
おちんちんの話 　　　　　　　　　　やまもとなおひで
ざんねんないきもの事典　続々 今泉忠明　その他多数
●一般図書
ライトマイファイア 　　　　　　　　　　　伊東潤
じっと手を見る 　　　　　　　　　　　　　　　窪美澄
泥濘 　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒川博行
農ガール農ライフ 　　　　　　　　　　垣谷美雨
老後の資金がありません 　　　　　　　　　　垣谷美雨
未来のミライ 　　　　　　　　　　　　　　　細田守
青嵐の坂 　　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
噛み合わない会話とある過去について 　　辻村深月
1日１ページ、読むだけで身につく世界の教養　　Ｄ・Ｓ・ギダー
歌丸ばなし①と② 　　　　　　　　　　　桂歌丸
その悩み、哲学者がすでに答えを出しています　小林昌平
音楽の話をしよう 　　　　　　　　　　　星野源

愛することば　あなたへ 　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
最後まで、あるがまま行く 　　　　　日野原重明
金栗四三　消えたオリンピック走者 　　佐山和夫
アメリカ本土を爆撃した男　新書版 　　倉田耕一
逝きし世の面影 　　　　　　　　　　　　　　渡辺京二
長子ってこんな性格。（中間子・末っ子・一人っ子版も）五百田達成
願いをかなえる月瞑想 　　　　　　　　　　西川隆光
老廃物を流す「官足法」で治る！ 　　　　　　行本昌弘
「便」と「尿」の悩みをスッキリ解決する本 
身近な薬草活用手帖　 　　　　　　　　寺林進・監修
知らないと恥をかく世界の大問題９ 　　　池上彰
毎日がラクになる片づけルール 　　　日経ＷＯＭＡＮ
はじめてのスマホ困った！解決ブック　池澤あやか・監修
トヨタ式家事シェア「一人だけイライラ」がなくなる　香村薫
女子の心は、なぜ、しんどい？ 　　　　　清水あやこ
５秒ひざ裏のばしですべて解決 　　　　　　　川村明
高齢者とつくる 12か月壁面かざり　　　小林修二・監修
病気・害虫の出方と農薬選び 　　　米山伸吾（他）
１分で話せ 　　　　　　　　　　　　　　伊藤羊一
パンによく合うかんたんサラダ弁当 　坂下真希子
身内に介護が必要なときの手続き　 　その他多数

新刊・新着図書案内 ～大雨と猛暑で厳しかった今年の夏ももうすぐ終わり。締めくくりは心静かに読書で～

ほんの森８月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●「おはなし会」毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００
　７月のボランティアグループは「スター」のみなさんでした。８月は祝日（山の日）休館日です
ので、おはなし会もお休みになります。次回は９月８日「ぷちトマト」の予定です。 

お
知
ら
せ

書　　　　名 書　　　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏休みの宿題といえば読書感想文。毎年「この本ありますか？」と夏の友や学校
からのリストを手にした問い合わせを受けます。リストには結構選択枝があるようですが、今でもやはり「ザ・名作文学」の
タイトルは幅をきかせています。
　名作文学、読んでいますか？読みましたか？覚えていますか？夏目漱石・太宰治・芥川龍之介・中原中也に坂口安吾、三島
由紀夫…。知った名前ですが、どんな作品だったか、内容は、ラストシーンは…読んだハズなのにアレレレレ？な大人の方、
多いかも。私もです（汗）。“文化”というものは、社会とともに移り変わっていくので、今では、名作もあらすじだけで読む
ものや、漫画化されたものを手にすることができます。名作といわれるものを残していくために、さまざまな手段を駆使して
いるのです。そういうわけで、名作は知っておきたいけれど全部を読んでいる時間がない…そんな声に応える本が九重町図書
館にもたくさんあります！スタートラインはどこからでも良いのです。ただ、興味を持ったら最後はやはり本物にも触れてほ
しいと願っています。そこは図書館ですから、文学全集は揃っております。どうぞよろしく（笑）。
　問合せが多い名作の文庫本は出版年の新しいものに入れ直しています。名作へのとっかかりにオススメの「斎藤孝・編集」
のシリーズもこの夏、新刊で入ります。小学生でもサクサク楽しめて、大人には再会のうれしさが広がるかもしれません。何
度も繰り返し読んでも、味がある…だからこそ名作なのです。子どもも大人も、夏の終わりに名作に親しんでみませんか？

『夏休みは名作との出会いを』

世界名作“ひとこと”劇場 外国の名作文学101作品をイラストと“ひとこと”で切るユーモアたっぷりの本。
有名すぎる文学作品をだいたい10ページくらいの漫画で読む。 全３巻のシリーズ本。テレビ「世界一受けたい授業」で又吉直樹氏が紹介した本。
齋藤孝のイッキによめる！名作選　新装版 1年生～６年生＋芥川龍之介編＋宮沢賢治編
名作なんか、こわくない 「ランチのアッコちゃん」の著者、柚木麻子が初めて書いた「読むつもりがない人」も楽しめる名作案内。
もう一度読みたい教科書の名作 「超あらすじ」と「短篇全文」で、名著17作品がわかる本。

名作との出会いをざっくりと案内する本（８月下旬に特集展示予定・一部紹介）

7月のおはなし会で読んだ本

しかけ絵本も

楽しかったね

また遊びにきてくださいまた遊びにきてください
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九重

　7月22日（日）第３回目となる授業が開催されました。今回の内容は、梅干しづくりの第２弾というこ
とで、梅の紫蘇漬けを行いました。
　前回、塩漬けした梅を各家庭でお世話し、土用干しを行ってから持ち寄りました。今年は特に高温多湿
で、残念なことに、なかにはカビが生えてしまい土用干しが出来なかったという方もいらっしゃいました
が、様子を先生に見て頂き、「重しが軽かったのかもしれないね。」等と次につながる助言を頂きました。
　気を取り直し、全員で紫蘇を揉みました。初めは真っ黒な汁が、梅酢を加えると鮮やかなマゼンダ色に
なり、歓声が上がりました。
　紫蘇ジュースも美味しく仕上がり、炭酸で割って癒しの授業を受けながら試飲しました。
　癒しの授業は、虫よけスプレーワークショップということで、アロマオイルを使った虫よけスプレーを
作りました。なぜアロマオイルを虫が嫌うのか？という知識を学び、虫の嫌う香りでそれぞれの好みの香
りの虫よけスプレーを作りました。会場は、さわやかな香りでいっぱいになり、気持ちの良い授業となり
ました。
　夏、沢山汗をかくと梅干しが食べたくなったりします。しかし、今回漬けた梅はこの夏には食べられま
せん。最低でも半年～1年は漬けておいた方が良いそうです。科学的に作られたものではなく、自然の力
で作るものだから時間がかかりますが、昔から家族の体のことを考えて、手間暇をかけてきたのだと思う
と、とても大事な時間のように思えますね。

●お問い合わせ　九重文化センター　７６-３８８８

くらしの学校くらしの学校くらしの学校



広報ここのえ　2018.８月号19

自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　今年もみなさまからお寄せ頂いた情報をもとに、カッコウの初鳴きマップを作成しました！
　今年一番早くカッコウの声が聞かれたのは４月25日。例年より２週間ほど早い記録となり
ました。サクラやミヤマキリシマの開花同様に、カッコウも季節を先取りしたのでしょうか。
　さらに今年は、カッコウの仲間のレアキャラ「セグロカッコウ」の情報も寄せられました。
　ほかにもセミやホトトギス、ホタルなど、あわせて88件の情報をおよせ頂きました。
　まことにありがとうございました。くわしい結果は、公民館や小学校に掲示させていただく
予定です。

カッコウの初鳴きしらべ2018　結果報告カッコウの初鳴きしらべ2018　結果報告

＊初鳴き・初見…その年初めて聞いた鳴き声・姿

カッコウの初鳴きを聞いた場所　日付：破線内で一番早く聞かれた日
セグロカッコウ

飯田高原で昨年、今年と鳴き声が記録されている。
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暮らしの情報　●

　
認
知
症
の
方
を
家
で
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
が
集
ま
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
り
、
意
見
交
換
を
と
お
し

て
思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。
認
知
症
の

方
ご
本
人
も
一
緒
に
参
加
可
能
で
す
。

■
と　
き　
９
月
３
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　
飯
田
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
６‐

３
８
６
３
）

■
と　
き　
９
月
27
日
㈭

■
と
こ
ろ　
日
田
市
役
所

■
対
象
者　

・
大
分
県
内
の
市
町
村
に
居
住
の
方

・
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体

障
害
者
手
帳
の
取
得
や
等
級
の
変
更

を
受
け
た
い
方

・
補
聴
器
、
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
等

の
補
装
具
の
支
給
を
受
け
た
い
方

・
補
装
具
が
処
方
ど
お
り
製
作
・
調
整

さ
れ
て
い
る
か
等
を
確
認
す
る
適
合

判
定
を
受
け
た
い
方

■
申
込
期
限
（
事
前
予
約
制
）

　
９
月
７
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
福
祉
課

（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

　
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
行
政
と
相
談
者

の
間
に
立
っ
て
、
解
決
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
９
月
12
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
野
上
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐
５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と　
き　
９
月
６
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の
心
配

事
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部
会
（
担
当　
穴
井
）

　
☎
７
２‐

４
６
８
０

■
と　
き　
９
月
14
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約

者
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会　
九
重
町
無
料
相
談

会
事
務
局
（
担
当　
大
野
）　
　
　
　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
９
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐
２
２
０
０
）

　　
障
害
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
、

障
害
者
と
事
業
主
を
対
象
と
し
た
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と　
き　
９
月
26
日
㈬

【
午
前
】
午
前
10
時
〜
正
午
、【
午
後
】

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

（
旧
大
分
東
洋
ホ
テ
ル
）
２
階
二
豊
の
間

■
そ
の
他　
午
前
と
午
後
で
企
業
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

８
６
０
９
）

■
と　
き　
11
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
45
分

■
と
こ
ろ

　
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ

■
内　
容　
フ
ィ
ナ
ー
レ
ス
テ
ー
ジ
、
閉

会
式
典
、
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
等

■
受
付
期
間

　
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
５
日
㈮

■
応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
国
文
祭
公
式
Ｈ
Ｐ
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
の
方
と
家
族
の
つ
ど
い

各
種
相
談

行
政
相
談

大
分
県
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

お
知
ら
せ

障
害
者
就
職
面
接
会

「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お

い
た
２
０
１
８
」
「
第
18
回
全

国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お

い
た
大
会
」
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
閉

会
式
入
場
者
募
集
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■
お
問
い
合
わ
せ　
国
民
文
化
祭
、
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
フ
ィ
ナ
ー
レ
・

閉
会
式
係
（
㈱
大
宣
内
）

（
☎
０
９
７‐

５
３
８‐

３
５
３
５
）

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
等
、
大
惨
事

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
等
、
線
路
に
近
接
し
た
作
業

を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐

５
１
３‐

５
８
５
３
）

　
７
月
18
日
、
玖
珠
郡
食
品
衛
生
協
会
と

県
西
部
保
健
所
は
、
長
者
原
地
区
10
店
舗

の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
等
で
、
食
の
安
全

確
保
及
び
自
主
管
理
体
制
の
確
立
を
目
的

に
、
調
理
器
具
等
へ
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
を

利
用
し
た
科
学
的
検
査
を
行
い
、
食
中
毒

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
効
果
的
に
食
中
毒
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
岡
大

学
や
ま
な
み
荘
に
て
、「
ス
ト
ッ
プ
ザ
食

中
毒
観
光
地
講
座
」
を
開
講
し
、
田
野
地

区
約
30
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
中
毒
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
だ
ろ

う
？
」「
食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？
」
そ
ん
な
食
品
衛
生
に

関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
郡
食
品
衛
生
協

会
・
玖
珠
食
品
衛
生
相
談
所
（
☎
７
２

‐

３
３
９
０
）

　
乗
馬
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ム
、
工
作
活
動
を

無
料
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

家
族
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
９
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
九
重
青
少
年
の
家

■
参
加
費　
無
料

■
対
象
者　
県
内
の
小
学
生
を
含
む
家
族

■
申
込
期
間

　
８
月
20
日
㈪
〜
９
月
14
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
青
少

年
の
家
（
☎
７
９‐

３
１
１
４
）

　
　

　
９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す
。
県
で
は
、
広
告
物

設
置
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、

期
間
中
、
違
反
広
告
物
の
是
正
指
導
や
簡

易
除
去
を
行
い
ま
す
。

　
良
好
な
景
観
の
形
成
と
広
告
物
に
よ
る

事
故
防
止
の
た
め
、
広
告
物
の
適
正
な
表

示
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ　
県
玖
珠
土
木

事
務
所
（
☎
７
２‐

１
１
５
２
）

　
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
大
分
県
が
本
気
で
出
会

い
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
会

員
制
に
よ
る
、
１
対
１
の
お
見
合
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
出
会
い
の

き
っ
か
け
が
ほ
し
い
」
と
思
う
あ
な
た
、

ま
ず
は
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
お
い
た
え
ん
む
す
ぶ　
で
検
索

■
対　
象　
20
歳
以
上
、
概
ね
40
代
ま
で

の
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方

■
入
会
登
録
料　
１
万
円
（
２
年
）

■
入
会
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
７
８‐

７
７
７
７
）

　
平
成
31
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象
に

予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

中
学
校
の
先
生
ま
た
は
大
分
県
奨
学
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
７
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

（
在
学
す
る
中
学
校
を
通
じ
て
実
施
）

■
貸
与
期
間　
平
成
31
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年
限
の

終
わ
る
月
ま
で

■
貸
与
額　
月
額
が
選
択
で
き
ま
す
（
奨

学
金
は
卒
業
後
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
大
分
県
奨
学
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
６
２
０
）

鉄
道
近
接
工
事
に
ご
注
意
！

夏
期
巡
回
指
導
お
よ
び
ス
ト
ッ
プ

ザ
食
中
毒
観
光
地
講
座

九
重
青
少
年
の
家

こ
こ
の
え
オ
ー
プ
ン
デ
ー

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部

出
合
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予
約

奨
学
生
募
集

フードスタンプによる
科学的検査

※作業内容や環境条件、使用重機によっては 8ｍ以上
　の場合でも近接工事の適用となる場合があります

概ね 8ｍ

近接工事 近接工事
線路内

概ね 8ｍ
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国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の
優
遇
を
受

け
な
が
ら
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
終
身
年
金
で

す
。

　
掛
金
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
国
民
年
金
基
金
で
老
後
の
ゆ
と

り
を
プ
ラ
ス
し
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
国
民
年
金
基

金
（
☎
０
１
２
０‐

６
５‐

４
１
９
２
）

　
環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象
牙
の
在

庫
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い

象
牙
を
売
っ
た
り
あ
げ
た
り
す
る
の
は
違

法
で
す
。
未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の

方
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少
野
生
動

植
物
種
の
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対　
象　
全
形
を
保
持
し
た
象
牙
の
み

が
登
録
対
象
。（
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は
登
録
対
象
外
）

※

所
有
者
死
亡
に
よ
る
近
親
者
へ
の
相
続

は
違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ

の
後
販
売
等
を
す
る
場
合
に
は
あ
ら
か

じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間　
土
日
祝
日
を
除
く
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ　
象
牙
在
庫
把

握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

（
☎
０
３‐

６
６
５
９‐

４
６
６
０
）

■
科　
目　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

■
募
集
期
間

　
９
月
21
日
㈮
〜
10
月
２
日
㈫

■
入
校
試
験　
10
月
10
日
㈬

■
対
象
者　
平
成
31
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
者

■
定　
員　
20
名

■
入
校
日　
平
成
31
年
４
月
９
日
㈫

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

※

経
済
的
理
由
に
よ
り
受
講
が
困
難
な
方

に
は
、
融
資
制
度
有
り
（
要
件
有
り
）

■
授
業
内
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎

知
識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿

記
、
会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習

得
■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
職
種　

研
究
員
（
電
気
）、
研
究
員

（
機
械
）

■
受
付
期
間　
９
月
14
日
㈮
ま
で

■
第
１
次
選
考
日　
10
月
14
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
２
２
）

■
と　
き　
９
月
９
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
玖
珠
消
防
署

■
受
講
料　
無
料

■
内　
容　
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
止

血
法
等

■
定　
員　
30
名

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防

署
救
急
救
助
係
（
☎
７
２‐

２
１
４
１
）

■
対
象
者

①
平
成
28
年
度
に
免
状
交
付
を
受
け
た

消
防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
25
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け
た

消
防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て

い
な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
・
会
場
・
講
習
区
分

【
10
月
17
日
㈬
】

　
大
分
県
教
育
会
館

　
避
難
設
備
、
消
火
器
（
５
類
・
６
類
）

【
10
月
18
日
㈭
】

　
大
分
県
教
育
会
館

　
警
報
設
備
（
４
類
・
７
類
）

【
10
月
19
日
㈮
】

　
大
分
県
教
育
会
館

　
消
火
設
備
（
１
類
・
２
類
・
３
類
）

【
10
月
24
日
㈬
】

　
県
中
津
総
合
庁
舎
３
階
会
議
室

　
警
報
設
備
（
４
類
・
７
類
）

■
受
付
期
間

　
９
月
10
日
㈪
〜
９
月
28
日
㈮

■
申
請
方
法　
受
講
対
象
者
に
は
受
講
申

請
書
用
紙
を
郵
送
。
転
居
等
で
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
消
防
本
部
及
び
協
会

に
備
え
付
け
の
申
請
書
用
紙
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
大
分
県
消

防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
基
金

登
録
し
て
い
な
い
象
牙
を
売
る

こ
と
は
違
反
で
す

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
校
新
卒
前
期
）

試
験
・
講
習
会

消
防
設
備
士
法
定
講
習

普
通
救
命
講
習
会

平
成
30
年
度

大
分
県
職
員
採
用
選
考
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寺 田
青山通り
中村中一
下 旦 五
甘 川 水
川 西 一
川 下 南
川 下 北
荻 釣 上

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

秀実
賢吾
哲尚
泰弘
健太郎
祐樹
潤
幸介
美咲

いけだ　　　 めい

たなか　　　 えな

ふじわら　　　 のぞみ

まつした　　　るな

やぎ　　　　なごみ

いとう　　　れいか

いわもと　　 なつめ

たけいし　　 みなみ

おばた　　 こうせい

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

８月

９月

26日

2日

9日

16日

17日

23日

24日

30日

78-8811

76-2711

72-6101

72-0170

72-0330

72-2167

72-2135

77-6121

町 田

恵 良

塚 脇

　森　

塚 脇

塚 脇

春日町

野 上

電　話住　所 医療機関名日月
0973-24-6347

76-2310

0973-24-7710

0973-24-3718

0973-28-7688

77-6851

0973-23-2228

0973-22-7736

日田市

右 田

日田市

日田市

日田市

右 田

日田市

日田市

７月１日～７月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,553  人
4,549  人
  5,004  人
3,889 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

11
6
5
11

麻　生　ヒデ子
宇　佐　正　好
岡　本　ヤスヱ
木　村　次　夫
後　藤　フジ子
佐　藤　　　勝
淸　水　シ　マ
竹　內　ミサヲ
矢　野　昭　子
小　野　一　男

　

川 上 一
尾 本
栗 原
亀 鶴 苑
上 旦
川 上 二
北 方 下
前 辻 一
田 代
上 旦

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

友 成（町 田）医 院

井 上 医 院

三池循環器内科クリニック

武 田 医 院

友成産婦人科医院

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

川 津 歯 科 医 院

麻 生 歯 科 医 院

アップル歯科医院

石松朗歯科医院

またけ歯科クリニック

井 上 歯 科 医 院

中 村 歯 科 医 院

はたの歯科医院

2018 年８月・９月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141
　　　　　　　玖珠警察署　　　　　☎ 72ー2131

● 

歯
科
医

８月

９月

26日

2日

9日

16日

17日

23日

24日

30日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

13

5

3

23

2

6

4

3

15

16

35

100

60

211

18

41

104

63

226

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2018・7月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

池田　芽衣
伊東　玲花
岩本　夏芽
小幡　晃生
武石　美南
田中　詠菜
藤原　　望
松下　瑠七
八木　　和

　消防署職員を名乗り、「災害が発生した時の対応のため」などと称し、
個人情報を引き出し、その後詳細不明な高額料金を請求される等の被害や
トラブルが、玖珠郡内で平成30年４月から10件以上寄せられました。特
に、一人暮らしの高齢者を狙っていると思われますので、十分に注意して
ください。

　「消防署を名乗る」不審な電話がありましたら、すぐに玖珠消防署又
は、玖珠警察署までお知らせください。

女
女
女
男
女
女
女
女
女

94
93
80
98
87
85
87
89
90
93

　大雨や台風がくる前に防災について特集
ができればと思っていた矢先、7月の西日
本豪雨が発生しました。夜は強い雨音や自
宅から見える川の増水に、山が崩れないか
なと不安で寝付くことができませんでし
た。それまで私自身が「警報が出ているけ
ど、大丈夫」と思っており、今回自然災害
のこわさや日頃の準備の大切さを感じまし
た。ご家族で防災について話してみたり、
行政区で集まった際に支え愛・助け愛マッ
プ等について、みなさんでお話しされてみ
てはいかがでしょうか。　　　　　　　  

編集後記 交通安全110

「消防署」を名乗る
「不審電話」に注意してください。

●消防署職員は販売等はしません。
・消防署職員が住宅用火災警報器などの販売を行う事や、特定の
業者に販売を依頼することはありません。

●不審な電話だと思ったら
・氏名や住所、世帯状況などの個人情報を質問されても、絶対に
答えないでください。すぐに電話を切りましょう。



　
山
椒
は
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
低

木
。
春
、
枝
先
に
黄
緑
色
の
小

花
が
咲
き
、
秋
に
直
径
五
ミ
リ

の
球
形
の
実
が
紅
熟
し
て
裂

け
、
黒
光
り
の
種
が
散
る
。

　
葉
と
実
は
香
気
と
辛
味
が
あ

り
香
味
料
や
薬
用
に
す
る
。

読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

今月の言葉　　　　「心情を季語に託す」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上弘美（汀）
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夏
休
み
が
始
ま
る
頃
、
決
ま
っ
て
届
く
孫
か
ら
の
写
メ
ー
ル
。
書
い
て
あ
る

こ
と
も
顔
写
真
も
や
や
大
人
び
て
き
ま
し
た
。

　
「
大
人
び
て
」
の
下
五
に
愛
情
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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暮
れ
つ
く
す
ま
で
の
山
椒
実
の
黒
し    

星
野
み
ど
り

夏
帽
子
写
メ
ー
ル
の
孫
大
人
び
て

林　
　

香
澄

　
相
次
ぐ
風
水
害
で
西
日
本
は
被
害
が
甚
大
。
大
会
を
直
前
に
し
て
練
習
も
、

ま
ま
な
ら
な
い
球
児
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
。「
靴
白
く
」
で
復
興
に
か
け

る
勇
気
や
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。

球
児
の
夏
復
興
か
け
る
靴
白
く

吉
光
ヨ
ウ
子

　
蝉
し
ぐ
れ
が
流
れ
る
真
夏
の
阿
弥
陀
堂
に
一
人
佇
む
。「
和
し
て
」
の
わ
ず

か
三
文
字
で
写
生
句
が
見
事
生
ま
れ
変
わ
リ
ま
し
た
。

蝉
し
ぐ
れ
和
し
て
流
る
る
阿
弥
陀
堂

井
上　

則
子

　
「
甚
平
や
」
で
切
れ
を
入
れ
ず
に
「
越
え
に
け
り
」
で
下
五
に
し
っ
か
り

「
切
れ
」
を
入
れ
た
苦
悩
の
一
句
。
父
の
年
齢
を
数
え
る
齢
に
な
り
着
て
み
る

甚
平
。
よ
く
お
似
合
い
で
し
ょ
う
。

甚
平
着
て
父
の
齢
を
越
え
に
け
り

藤
澤　

泉
渓

　
根
子
岳
は
、
熊
本
県
高
森
町
に
あ
る
山
で
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
。
こ
の
山
が
見

え
る
高
い
山
で
汗
を
流
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
大
景
の
一
句
。

汗
を
拭
く
根
子
岳
見
ゆ
る
山
に
ゐ
て

吉
光　

昭
眞

　
　
　
　
　
　
　「
韻
文
」
と
「
散
文
」
の
違
い
に
つ
い
て
少
し
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
韻
文
」

は
「
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
重
視
す
る
文
学
作
品
」
「
散
文
」
は
「
言
葉
の
リ
ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に

書
か
れ
た
文
学
作
品
」
つ
ま
り
、「
韻
文
」
＝
詩
・
短
歌
・
俳
句
の
こ
と
。「
散
文
」
＝
普
通
の
文
章
。

▽
何
を
申
し
上
げ
た
い
か
と
い
う
と
、
俳
句
は
韻
文
で
す
か
ら
「
韻
律
」（
リ
ズ
ム
）
が
大
切
と
い
う
こ

と
で
す
。
俳
句
が
散
文
に
な
る
と
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
な
に
を
見
た
」
と
い
う
よ
う
に
「
説
明
」
で
終

わ
っ
て
余
韻
が
残
り
ま
せ
ん
。
一
句
で
き
た
ら
、
是
非
声
に
出
し
て
リ
ズ
ム
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
▽

お
盆
が
過
ぎ
ま
す
と
も
う
秋
で
す
。
秋
は
、
是
非
、
一
日
一
句
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
　
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

天
空
で
と
も
に
舞
い
た
い
夏
茜

順
調
に
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
は
花
盛

女
郎
花
飛
び
交
う
虫
と
風
の
音

夏
祭
青
春
の
汗
光
り
お
り

合
歓
の
木
や
珍
道
中
の
姉
妹
か
な

指
を
折
る
ひ
孫
の
帰
省
盆
近
し

連
日
の
酷
暑
に
耐
え
て
草
を
刈
る

（
選
者
・
評
）

喜
寿
の
夏
妻
と
語
ら
ん
若
き
日
を

坊
守
の
赤
子
あ
や
す
や
合
歓
の
花

夏
日
影
風
の
魂
聞
い
て
ゐ
し

祇
園
会
や
草
履
の
似
合
う
下
旦
児

夜
伽
終
へ
白
き
仏
間
や
川
蜻
蛉

咲
き
の
ぼ
る
雨
の
晴
れ
間
や
立
葵

夏
大
根
と
っ
て
も
辛
い
君
が
好
き 桐　

友

八
千
子

直　

人

左
世
美

豊　

國

良　

子

陽　

子

惠
津
子

チ
ズ
子

マ
サ
ヨ

節　

子

好　

美

静　

子

文　

雄

　９月号の締め切りは、８月末日です。「自由題」とします。ハガキにお１人最低２句以上はお作りください。住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで奮ってご応募ください。なお、季語の重なりや「字あまり」などの句
は添削をする場合があります。

ふ
る
さ
と
の

ふ
る
さ
と
の

山
椒
の
実

さ
ん
し
ょ
う

「
季
重
な
り
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
気
が
付
か
ず
、
後
で
季
語
が
重
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
季
語
が
重
な
る
句
は
、
ダ
メ
な
の
で
し
ょ

う
か
？

俳
句
は
十
七
音
字
の
小
さ
な
文
芸
で
す
。
季
語
が
あ
る
こ
と
で
自
然
や
心
情
を
さ
ま
ざ

ま
に
詠
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
語
は
俳
句
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て

基
本
的
に
は
一
句
に
一
季
語
と
理
解
す
べ
き
で
す
。「
で
も
名
句
に
は
季
語
が
二
つ
入
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
に
神
経
を
使
う
必
要
も
な
い
の
で
は
？
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
気
が
付
か
な
い
で
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
名
句
は
、
よ
く
み
る
と
、

ど
ち
ら
の
季
語
が
主
な
働
き
を
し
て
い
る
か
わ
か
る
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
同
じ
季
節
の
季
語
で
重
な
ら
ね
ば
い
い
。
例
え
ば
、
夏
の
季
語
が
主
で
、
冬
の
季

語
の
「
一
般
名
詞
」
的
な
の
使
い
方
で
あ
れ
ば
、
差
し
支
え
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
季
語
で
一
句
を
成
立
さ
せ

る
の
が
基
礎
基
本
だ
と
言
え
ま
す
。

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑬

Ａ
⑬

よ
わ
い

ね
こ
だ
け

あ
そ
ご
が
く

佳
作
　
十
四
席

は
な
ざ
か
り

か
わ
と
ん
ぼ

お
み
な
え
し




